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戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第2期
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SIP第2期 実証研究のまとめ（成果と今後の展望）
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SIP テーマⅦ「市町村災害対応統合システムの開発」



http://www.city.kakogawa.lg.jp

姫路河川国道事務所 加古川浸水把握システム構築事業

市内６箇所にカメラを設置予定





加古川スマートシティ事業（かこがわICTまちづくり協議会）（加古川市）

ICTなどの先端技術を積極的に活用し、“安全・安心”をはじめとする様々な地域課
題に多様な主体が協働して取り組む、魅力的なコミュニティを形成し、共に支え、い
つまでも安心して快適に暮らせるまちを目指す。

●軽減した犯罪被害額 (仮試算値:5,500万円/5年)

●軽減した交通事故被害額 (仮試算値:10億円/5年)

など

目標

取組概要

体制

将来像

スケジュール

2022年実装

【代表】株式会社 日建設計総合研究所（NSRI）

日本電気株式会社（NEC）

関西電力株式会社（KEPCO）

株式会社フューチャーリンクネットワーク(FLN)

株式会社日建設計シビル（NSC）

綜合警備保障株式会社（ALSOK）

加古川市

かこがわアプリや行政情報ダッシュボード等を通じた、安心・快適な
暮らしに資するスマートサービスの展開

・河川水位情報収集
・高齢者認知症の早期発見

・電動アシスト自転車による
高齢者見守り
・周辺自治体との広域連携

2023年以降実装

・ラストワンマイル
移動サービス

・災害情報伝達手段等
の高度化

実装済
・かこがわアプリ
・見守りサービス(複数事業者)
・見守りカメラ
・行政情報ダッシュボード
・データプラットフォーム

・地域ポイント
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（参考）スーパーシティとスマートシティの違い

2020年5月27日：スーパーシティ構想を含んだ国家戦略特別区域法等の改正法案成立
• AIやビックデータなどの最先端技術を活用し、国民が住みたいと思うより良い未来社会を包括的に先行実現する
「まるごと未来都市」のショーケースを目指す

• 様々なデータを分野横断的に収集・整理し「データ連携基盤」を構築し、地域住民等にサービスを提供することで、
住民福祉・利便向上を図る都市

• スーパーシティの要件として、生活全般にまたがる、次の10要素のうち少なくとも5分野以上をカバー

• スマートシティは部分最適を目指しており、スーパーシティは最初から全体最適を目指している

• 今までまったく開発がされていなかった地域の課題である「新規開発型（グリーンフィールド型）」と、すでに開発が
進められている地域の課題である「既存都市型（ブラウンフィールド型）」の２パターンあり、ブラウンフィールド型で
は既存の住民合意が必要

1 移動 自動運転、交通量、駐車管理など

2 物流 ドローン配達、自動配送など

3 支払い キャッシュレス決済システムなど

4 行政 ワンストップ、ワンスオンリー、各行政手続きの効率化など

5 医療・介護 介護、遠隔診療、介護補助ロボットなど

6 教育 遠隔教育など

7 エネルギー・水 エネルギー、上下水道の最適管理など

8 環境・ゴミ ゴミ、リサイクルの最適管理など

9 防災 緊急、デジタルマップを活用した防災システムの構築、緊急時の自立エネルギー供給など

10 防犯・安全 巡回ロボット、遠隔監視など


